
守山初等学校との交流  10 月８日（火）～11 日（金） 

今年度も韓国の守山初等学校との交流を行い、大きな成果を残して無事終え 

ることができました。 

日韓両国の政治情勢は、確かに不安定なままでしたが、子どもたちの「交流 

したい、その中でいろいろ学びたい。」という純粋な思いを一番に受け止めて、 

大切にしたいと考えました。それは守山のパン・ヒョンチョル校長先生も同じで、「この交流は大切。続

けていかなければならない。」と言ってくださいました。両校の絆の強さが、いろいろな心配を吹き飛

ばしてくれた…そんな気持ちになりました。同時に、これまで積み重ねてきたものの大きさを改めて感

じました。 

12 名の子どもたちと 7 名の引率者のみなさんが、異口同音に「あっという間の３泊４日だった」と

振り返っていました。その間、子どもたちは、ホームステイでお世話した子はもちろん、全校の子ども

たちがいろいろな場面でふれあい、学び合う‘濃厚な時間’を過ごすことができました。 

学校での主な活動を中心に、子どもたちの感想を交えながら振り返っていきたいと思います。 

～対面式～  
初日、到着時刻が夕方だったため、２日目の朝に対面式を行いました。安来市教育委員会から勝部教

育長においでいただき、韓国語でのごあいさつをいただきました。また渡部教育後援会長、今岡交流セ

ンター長、板垣ＰＴＡ会長に参列いただき、厳かながら温かい、とてもよい式になりました。 

～交流集会～  
２日目の３・４時間目には、それぞれの思いを発表という形で表現し合う「交流集会」を行いました。

本校は、学年ごとに歌あり踊りありの心のこもった発表をしました。１・２年生は詩と歌、３年生は合

唱、４年生は安来節と銭太鼓、５年生は市音楽会で発表する曲の合唱・合奏、６年生は箏の演奏でした。

４年と６年は地域の方から習ったばかりの内容を披露しました。安来節・銭太鼓の講師、松本さんと松

崎さん、箏でお世話になった木口さん、大変ありがとうございました。 

そのお礼とばかりに守山の子どもたちは、きれいな扇子を持って、華麗で 

しなやかな舞を披露してくれました。かなり練習したのだろうなと思わせる 

ほどの素晴らしい発表でした。子どもたちから、思わず感嘆の声や拍手が起 

きたほどです。 

その後「森くまじゃんけん大会」で大騒ぎをしながら笑顔でふれあい、そ 

して最後には「Ｕ＆Ｉ」の全員合唱。１番は日本語で、２番は練習してきた 

韓国語での大合唱でした。きれいな歌声が体育館に響くのを聴きながら、子 

どもたちだけでなく、我々大人の心も打ち解けて一つになっていくのを感じ 

たのは、私だけではなかったはずです。 

この集会の様子は、ＮＨＫの夕方のニュースでご覧になった方も多いと思 

います。 

集会後の子どもたちの感想です。 

・せんすをかさねて、いいタイミングでゆらゆらしたら、ぜんぶせんすがくっつ 

いているようにゆれててすごかったです。あのダンスは、いつ見てもなかなか 

あきないと思いました。（２年） 

・どじょうすくいと銭太鼓を披露しました。緊張したけど楽しかったです。韓国の人も笑ってくれてうれし

かったです。（４年）  

・韓国のみんなは息もぴったりだし、めっちゃ上手でした。森くまじゃんけんで韓国の人もみんな楽しそう

でした。３日しかいないので、もっと遊びたいです。（４年） 

～各学年の授業交流～  
学年ごとに、各教室で授業を一緒にしたり遊んだりしながら交流を深めました。 

１年生は地域の方にお世話になって「昔の遊び」を一緒に体験しました。６年生 
は毛筆で、お互いにハングルと平仮名で「すさん」と書き合いました。（これは 
山陰中央新報で取り上げられましたね。）どの学年も、より近い距離で学び合う 
ことを通して、心の距離も近くなっていきました。 
・すさんのみなさんに、おてだまをおしえてシールをはるのをがんばったよ。すさ 
んのみなさんとおてだまをできてよかったです。（１年） 

・すさんのみんなとおりがみをおるのがたのしかったです。めいじんさんもおしえ 
てくれたのでうれしかったです。（１年） 

・かん国の人といっしょにべんきょうしました。ふくわらいをしました。日本ごは 
つうじなくても、わかっていたと思います。キム・ボミンさんがじょうずでした。 
またやりたいです。（２年） 

・いっしょに体育でフラッグおにをしました。それぞれの色に入ってくれて楽しかったです。僕の緑色に
入ってくれた人とハイタッチをしました。わらっていてうれしかったです。また会いたいです。（４年） 

校外では、市長表敬訪問やホームステイ家族との交流などの活動も行わ 
れました。最後、バスを見送る子どもたちの涙が印象的でした。ホームス 
テイで深く関わった子どもたちはもちろん、すべての子どもたちに、多く 
の学びと思い出を残した、とても有意義な交流となりました。 

市連合音楽会 10 月 24 日（木） 

５年生が長い間練習してきた成果を披露しました。ほぼ全員が初めて「アルテピア」のステージに
立ちました。本番が迫ってくると、「緊張する～！」といつも見せたことのない表情を見せていた彼ら
でした。ステージに立つと、照明の眩しさと熱でカーッとなる感覚や、 
客席が覆いかぶさってくるような圧迫感などを感じます。でもみんなは、 
心を一つにして、全力で「たいせつなあなたへ（合唱）」と「OMENS  
OF LOVE（合奏）」を発表しました。客席に帰ってきた彼らの、やり切 
った大きな満足感あふれる表情が忘れられません。どじょっこテレビで 
繰り返し放送されるはずです。どうかお楽しみに！ 

当日学校に帰って書いた感想から、抜粋しながらいくらか紹介します。 
・演そうするとき、しんけんに練習してきたときよりも、もっと集中してやりました。 
・手汗が出たけど、練習してきたことを思い出したらきんちょうがとれ「がんばろう」と思いました。 
・歌は全力で口を大きくあけたりしました。合そうでは指を動かして一生けんめいやりました。 
・何回かミスしてしまいました。でも自分の本気が出せたのでよかったです。 
・すごくいい歌声でした。演そうもみんな落ち着いてミスもなく、今までの練習がぶつけられました。 
・合唱も合そうも自信をもって楽しくできました。放課後練習などをしてきて良かったなぁと思いました。 
・終わって席にすわったときに、すごいたっせい感がありました。 
・今日は、ちょっとだけ自分が成長できたなと思います。 
・次は学習発表会でも成功させたいです。次の５年生にも、練習をたくさんして成功してほしいです。 

「練習」「集中」「全力」「本気」「自信」「達成感」「成長」…。彼らの素直な言葉がすべてです。後輩
へのエールを送っている子も…。来年度の最高学年としても、とても頼もしく感じます。 

来週末は学習発表会。５年生はもちろん、全学年の発表が今から楽しみです！ 

 

  

 

さらに絆が深まった「守山初等学校」との交流を振り返って！ 

 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社日小 学校だより 
10 月 号 

2019 10．25 
文責 曽田 淳史 

社日小チャレンジ!! 

11 月の行事予定 

1（金）ＰＴＡバザー準備 
2（土）学習発表会、ＰＴＡバザー 
3（日）文化の日 
４（月）振替休日 
５（火）振替休業日 
６（水）ストーリーテリング（４年） 

教育相談（7,12,14 日も） 
７（木）学校集金日、 
８（金）漢字計算大会、就学時検診、 

ＥＭ菌の学習（４年） 
12（火）スクールカウンセラー来校 
13（水）学年集金日 

 
14（木）環境アドバイザー来校（４年） 
18（月）午前中授業（一中校区教職員研修のため） 

21（木）月曜時間割 
23（土）勤労感謝の日 
26（火）市学校人権・同和教育推進連絡協議会 

一中ブロック研修会（午後：本校） 
30（土）市Ｐ連研修大会（午後：わかさ会館） 

※ 12 月の主な行事 
4(水)、5(木)、6(金)  

個人面談（希望者） 
  25（水） 

２学期終業式 

４年生：安来節と銭太鼓の熱演！ 

心一つに演奏。頼もしい５年生です！ 

１年生：昔の遊び（あやとり） 

扇子を使った韓国伝統的な踊り 

～ 優雅で華麗でした ～ 

対面式でのひとこま：記念品交換 

２年生は、福笑いで交流！ 
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